
Page 8 山の図書館ニュース 

会
員
募
集
中(

常
時) 

 

山
の
図
書
館
の
維
持､

発
展

の
た
め
趣
旨
に
賛
同
さ
れ
る
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
友
人､

知
人
の
方
に
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。 

「山の図書館」に､車で来館の皆さまへ 
 山の図書館前の駐車場は「山公(蕎麦

屋)専用駐車場」です。車で来館される

場合は事前にご相談ください。 

スタッフ･仲間募集 山の図書館の活動

に共に取り組む方を求めています。空い

た時間を利用して活動できる方も歓迎。 

 愛称 “山の図書館” 
・開館 11時~16時 ・休館 水,木曜  

九州登山情報センター 

E-mail：yamano_tosyokan@yahoo.co.jp 

ホームページ http://loghouse.mydns.jp/ 

太宰府市内山708番地 
 〒818-0115 

℡･fax 092(９２８)2729 

 郵便振替 01780-8-78365  
加入者名 山の図書館 

☆本紙､前号の発行直後に東日本大

震災が発生した。目を疑うような

大津波の映像は､自然というには余りにも

非情な現象。現実とはとても信じられない

ものだった。数万の生命が流された。 

☆あらためて三陸海岸の地図を詳細に見て

みると､複雑､急峻の地形が際立つことに気

付く。この自然の形状を巧みに利用してき

た文明が､現在の生活圏を形成した。人の

命はどう位置付けられていたのだろう。 

☆残された現実に誮もが泣いた｡3月末には

松本徰夫顧問の急逝と､涙の乾く間もない

ような事態が続いた。先達が切り開いてき

た道を継承する視点は､何よりも登山の中

で生命を守る安全性の構築だろう。 (S) 

編集 
後記 

新年度更新

のお願い 

４月から2011年度に入りま
した。今年度も会費を納入し､
更新をお願いします。 

山の図書館
ニュースの

送付 

このニュースは季刊で発行
しています。また経費節減のた
めにインターネット「山の図書
館」ホームページを利用いただ
ける方「HPを利用するので送
付丌要」のご連絡ください。 

2011年 ６月～8月の日程  

山の本講座  
６月４日(土)14時~16時 

山の図書館 参加費:５００円 

山のコーラス 
６月28日(火)14時~16時 

山の図書館 参加費:200円 

ミニコンサート オカリナ  
６月18日(土)14時~16時 

山の図書館 参加費:1,000円 

バスハイク ６月15 日(水)  

鳴子山(九重) 

集合 ７時30分 天神・日銀横 

山の本講座  
７月２日(土)14時~16時 

山の図書館 参加費:500円 

ミニコンサート クラシックギター 
７月16日(土)14時~16時 

山の図書館 参加費:1,000円 

   バスハイク ７月16~20日(木､月) 

 鹿島槍ヶ岳､爺ヶ岳( 後立山 )  

集合 16日15時30分 天神・日銀横 

    山のコーラス 
７月26日(火)14時~16時 

山の図書館 参加費:200円  

山の本講座  
8月6日(土)14時~16時 

山の図書館 参加費:500円 

    山のコーラス 
8月30日(火)14時~16時 

山の図書館 参加費:200円  

バスハイク 8月31日(水) 

 白岩山~扇山( 霧立越) 縦走 

集合 7時30分 天神・日銀横 

 
 お知らせ…前号で5月28日､総会に併
せ映画上映としていましたが､マンド
リンコンサートに変更になりました. 

 201１年５月10日 

九州登山情報センター 
山の図書館 

ニュースニュース  第3７号 
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日時：5月28日(土) 

会場：太宰府館 まほろばホール  

  太宰府市宰府3-2-3    

  電話 092-918-8700 

・13時～13時30分  総会 

・13時50分～14時40分   

            マンドリン･コンサート 

・15時～16時30分  懇親会 

 コンサート＆懇親会.どなたも参

加できます。大勢ご参加下さい. 
※会場は西鉄太宰府駅から徒歩2分.

公共交通機関をご利用ください。 

九州登山情報センター 

“山の図書館”総会 案内  
 

マンドリン･コンサート 
& 懇親会 

 マンドリン･コンサート 
●出演   チルコロ・マンドリニスティコ・テレ 

             フォニアーナ 

チルコロは「仲間」､マンドリニスティコは「マン
ドリンを弾く人」､テレフォニアーナは「電話交換
手」。51年前､電話交換手の女性が中心にクラブ
結成。「心地よい音楽を美しく､楽しく」をモッ
トーに､活動を続けています。 

●演奏予定曲       

  エーデルワイス／R.ロジャース  愛の賛歌／M.モノー 
  オーソレミオ／E.カプア   サンタルチア／ナポリ民謡 
  浜辺の唄／成田為三・中野二郎  花／喜納昌吉 etc 

  ※参加費  コンサート  500円 

 懇親会  2,000円  (飲み物､軽食付き) 



松本 徰夫
まつもと ゆきお

氏 
1929～2011 
 
 
 
 
写真 2009年 
長崎･黒木にて 
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   厳しかった今冬の寒さも和らぎはじめてい

た３月30日､松本徰夫氏(九州登山情報セン

ター顧問)が急逝された。日を追って各方面か

ら､惜しむ声が高まっている。いろいろの分野

で旺盛な活動をしてこられた松本先生は､また

多くの著書(下表)を残された。 

   初期の著作「山 探検 フィールドワーク」

(写真次頁)も､多くの人に読まれた。当初は専

門の地質､火山の研究分野を盛り込む構想でス

タートしたが､結局は表題のような内容になっ

た。未だ記録の少ない時期､祖母､大崩山地の

谷や尾根を歩いて解明していく登山から､未知

の領域としてトカラ列島､尖閣列島のフィール

その著書群 
を追って 

 松本 徰夫氏の著書      

№ 書 名  著 者 出版社 発行年 規格 頁数 

1 鉱物採集の旅(３)  九州北部編 松本徰夫 著 築地書館 1975 B6 169 

2 
日本山岳地図集成 第２集  
 中部山岳(南部)～九州編 

松本徰夫 共編著 学習研究社 1975 大型 187 

3 山 探検 フィールドワーク 松本徰夫著 玉川大学出版部 1981 B6 228 

4 阿蘇火山 世界一のカルデラ 松本徰夫 松本幡郎 編著 東海大学出版会 1981 B6 248 

5 
遥かなる揚子江源流 青蔵高原 
学術登山隊記録 

松本徰夫､松原正毅 編著 
日本放送出版協
会 

1987 A5 249 

6 火山の一生 松本徰夫 著 青木書店 1987 B6 190 

7 日本の自然 ４ 日本の山 松本徰夫 共編著 平凡社 1988 大型 102 

8 九重の自然と歴史 松本徰夫 共著 葦書房 1998 B6 368 

9 遙かなり秘境可可西里
こ こ し り

 崑崙を越
えて 日中可可西里学術探検隊記録 

松本徰夫 編著 
日本放送出版協
会 

1999 A5 278 

10 シルクロード探遊 松本徰夫 著 葦書房 2001 A5 357 

11 幻の楼蘭  ロプ・ノールの謎 松本徰夫 著 櫂歌
と う か

書房 2006 A5 459 

12 ヒマラヤの東 崗日嘎布
カ ン リ ガ ル ポ

山群  
踏査と探検史 

松本徰夫編著 辻和毅著 
渡部秀樹著 

櫂歌書房 2007 A5 818 

13 九重山 法華院物語 山と人 松本徰夫､梅木秀徳 編著 弦書房 2010 A5 270 

ドワークへと広がり､そして南極観測越冬隊

(1974～76年)までの半生がつづられる。 

   その中で自然を守る観点からは､1960年代

の祖母山･奥岳渓谷の原生林を守る取組みが記

録されており､先駆的な活動だった。 

   中央アジアへの夢は､中国奥地の空白部に広

がり､数次の登山､学術隊を組織して後進を育

てられた。「ヒマラヤの東 崗日嘎布山群 踏

査と探検史」(写真上右)は､2007年･秩父宮

記念山岳賞を受賞。記念講演で松本氏は「地

理､地名の解明は若き日､祖母､大崩等で培った

手法だった」と披露され､付属の地図は､英語

版になり世界で流通することになった。 

 略歴  昭和４年 北九州市戸畑
区生れ。地質学者､登山家､探
検家｡九州大学､山口大学教授
を経て山口大学名誉教授。昭
和20年から登山を始め､しん
つくし山岳会､日本ヒマラヤ協
会､日本山岳会､日本山岳文化
学会などに所属。日本山岳会
福岡支部長､日本高山植物保護
協会評議員などを歴任。 
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   山の図書館  掲示板 

山の図書館 日記より 
 山の図書館の交流 

  薪ストーブ 

新着本 こんな本が届きました 

寄贈者 書名 著者 発行年  

 

杉元 勝  

 

右表の他 

約30冊  

ブータン素描 

ネパールヒマラヤ探検記録 

モンブランからヒマラヤへ 

ヒマラヤ名峰事典 

日本山岳研究 

氷山雪嶺二千年 

中国登山ハンドブック 

スポーツ科学講座 スポーツの心理 

フィールド・ノート 

世界の名峰 

齊藤一男  東西の接点 鹿島槍に挑んだ人たち 
山岳文学山歩 

 

三日月直之 

 

右表の他 

約20冊 

氷雪の山 スキーアルピニズム入門 
景勝の九州(小杉未醒) 
山に生きる人びと(宮本常一) 
上越の山と渓(中村謙) 

ケルン復刻版(全11) 
ヒマラヤへの挑戦(全３) 

 ※敬称略 

 某日､ストーブの

薪作りをする。家

屋の梁や柱など長

尺で運んできたものを切断し､

割ることになり､これが結構の

手間を食う。 

  薪割りをしていると､宝満山から下山し

てきた一人の青年が近づいてきた。「薪割

り､やってみる?」と聞くとやるという。

斧を持つ手､姿勢がどうにもおぼつかなく

見えたが､確実に薪の中心から割ってゆ

く。体幹の強さを感じた。たぶん鍛えられ

た身体を持っているのだろう。結局､楽し

げに残りを全部片付けてくれた。 

 お茶を飲みながら話す｡韓国の留学生・

崔君で「兵役中も薪割りはあったが､油圧

機械だった」ので､いちど斧で割ってみた

かったのだそうだ。「あと一年､福岡にい

るので､また来ま～す」と。 

 卒業後はアメリカへ留学!! 

  佐藤さかえさん(会員番号 267)

は､今年一月､すい臓がんで逝去さ

れた。その一週間前に遺書を作成

して「山の図書館への遺贈」を盛り込まれ

た。病室に公証人を呼んで､苦しい中での

作業だったと聞かされた。 

4月中旬にS弁護士事務所で遺言の執行

となり､「遺贈」を受領することとなっ

た。３名で出席する。佐藤さんとは若き

日､ともに山に登った仲間。さかえさんは､

５年前「山の図書館」を訪れて入会。昨年

秋､病気が発覚した。 

人生を振り返るとき､「山の図書館」の

発展を祈念してくれたことに深い感銘を受

けた。登山と仲間が支えだったという半

生。享年50歳。 

5月4日､有志で偲ぶ会を催された。 

   これは解
体家屋の廃
材。山の図書館の薪
ストーブの燃料とな
る。年輪を数えると
百年近くになるであ
ろうか､民家の梁の役

割を終えてきた。 

   木は材となっても､育った年数は生きる

という。そうなれば200年を過ごしてきた

命が､最後に山の図書館を温めてくれる。 

   薪の炎は心がなごむ､とだれもが口にし､

ストーブを囲む人の中から､そんな話題に

弾んでゆく。 

   この冬はひときわ冷えた。雪の宝満山か

ら下山してきた人を､この薪たちが迎えた

のだ。そん所そこらの焚火とは､ちょっと

味わいが違う?    その訳はここにある。 

崔君の 
薪割り 

遺贈の
ご報告 



河口慧海 講演会 
映画｢秘境ヒマラヤ｣ 
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10月24日 山の
図書館の集い 

映画① 
「ナンダコット征
服」(1936年)日

本初のヒマラヤ登山となった立教大学遠征隊
の記録(上)。 
②「Epic of Everest」(1932年 英国) 伝説
の登山家マロリー､ｱｰｳﾞｨﾝが頂上に向かう…｡ 

5月22日 第6回総会 
講師:高山龍三氏(写真上) 

1958年､西北ネパール学 
術探検隊員で､河口慧海研

究家の高山氏が「慧海研究」の成果を語られ
た。併せて映画「秘境ヒマラヤ」上映。 

 だ い ぶ 登 山 史 の 中 を め ぐ っ た ・ ・ ・ 
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10月23日 学童･福智山 
福智山ダム湖畔から歩き､
低学年は高取山､4年生上
福智山へ。 

10月28日  
13年目の久住登山

だったが､季節外れ､真
冬並みの寒波に見舞わ
れて途中断念して､下
山にかかる。それでも
｢雲より高～い｣体験。 

保育園児の 
久住登山 
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☆2005年5月    

記念講演  

「坊ヶツル賛歌から 

中央アジアへ」 

  松本先生には､山の図書

館創立に当たり､顧問を引き受けていただき

ました。二年目､一周年記念講演の演題は

「坊がつる讃歌から中央アジアへ」｡“坊が

つる讃歌”は会員からの要望でしたが､苦笑

いをしながら応じてくれました。 

   内容は中央アジア探検史に及び､腰が悪い

という先生が､すっくと立ち上がり熱弁。そ

して壇上の机には､ヘディンの原書など貴重

本がズラリ。一冊一冊､愛おしそうに手製の

カバーを外し､並べておられました。 

絶品! 
 

坊がつる
讃歌 

山の図書館 

と松本先生 

   ☆2007年5月   

  シンポジウム「ナイロンザイル事件」 

   第3回通常総会に併せ､ナイロンザイル事

件のシンポジウムを開催。 

  中川和道氏の講演「ナイロンザイル事件の

社会史」を受けて､当事者､関係者の石原國

利､上岡謙一氏に当時を証言して戴くという

企画。「両氏をお招きするのなら､自分しか

ないだろう」と司会を受諾して戴きました。 

 とくに登山に親しむことがない人

たちにも「坊がつる讃歌」はよく知

られている。松本先生が作詞者の一

人と知ると親しみがわくという話は

しばしば。「エライ先生と緊張して

いたけど…」と､山の図書館の交流会

でも先生の人気は高かった。そして､

宴たけなわになれば先生に歌のリク

エストが入る。先生もまんざらでは

なく､それに応じられた。 

   その歌が絶品だという人も少なく

ない。かくて交流は促進した。 

山 探検 フィールド
ワーク 

遙かなる揚子江 
源流 

幻の楼蘭 ロプ･
ノールの謎 

遙かなり可可西里
崑崙を越えて 

シルクロード探遊 

火山の一生 阿蘇火山 九重の自然と歴 九重山 法華院物
語 山と人 

日本山岳地図集
成 

左
か
ら
中
川
和
道  

松
本
徰
夫 

石
原
國
利

上
岡
謙
一
氏 

ここには､山の図書館に所蔵しているものを掲載しています。 



  栗秋正寿氏(福岡市)写真が､

2010年度「植村直己冒険賞」

(主催:豊岡市)を受賞された。業績は「中央ア

ラスカ山脈三山の冬季単独登頂に挑戦」。 

  栗秋氏は1998年にマッキンリー(デナリ)

(6194m)に冬季第４登(最年少記録)に成功、

フォーレイカー(5304ｍ)には､2007年､第

３登(単独初登)を果たした。ハンター(4443

ｍ)は５回にわたり挑戦しているが､未登。 

  同氏は1972年､日田市生まれ､九州工業大

学山岳部時代にマッキンリーに登頂(1995

年)。以来､デナリ三山の冬季単独登頂を目指

し､なおも挑戦を続けている。 
 

 著書｢アラスカ垂直と水平の旅」(山と渓谷社) 

  ※ 栗秋氏の講演会(JAC東九州支部主催) 

     7月9日(土)､大分市コンパルホールで開催 
（岳人 4月号№766 ､朝日新聞より） 
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栗秋正寿氏が 

「植村直己冒険賞」 
受賞 

日本初のヒマラヤ登山隊 
1936年 ナンダ・コート初登頂  

堀田弥一氏 102歳で死去 

  日本人初のヒマラヤ登山となった､ナンダ・

コート(6867m インド)は､1936年(昭和

11)の立教大学遠征隊で､登山隊員5名の全員

登頂という現代にも通じる快挙だった。 

   その隊長が堀田弥一氏。1954年には第二

次マナスル登山隊長を務めた。1909年生ま

れで今年2月

死去された。

享年102歳。 
 

  因みに､昨年

10 月 に 開 催

した「山の図

書館の集い」

で は ､ 上 記 遠

征隊の記録映画「ナンダコット征服」を上映

して､当時の登山情景を記憶にとどめた。(7㌻

参照) 

薪/時計スト－ブ 

南三陸町
27~29日 

大牟田 

26日  
18~23時 

新潟 

搬送経路と活動地 
福岡から新潟へ。薪ストー
ブを受け取り､被災地まで
運び､提供､運用する支援 

福岡 

29日 
気仙沼 

新潟 

岩
手 

福島 

仙台 

大船渡 22 

南三陸町 20 

気仙沼 14 
港避難所 4 

宮城 

薪ストーブの届け先
数字は台数 

４避難所 

新潟青年会議
所で協力搬送 

東日本大震災 支援 

薪ストーブ・プロジェクト 
 

被災地に薪ストーブを届け､
“暖”を届けた取組み 

 

登山者の生 
活力を発揮 

情報は“山の図
書館HP”で発

信された… 

｢ナンダコット登攀｣より 

   3月11日､東北､関東地方を見舞った大地震､

大津波は未曽有の大惨事をもたらし､テレビ画

面は､まだ冬の寒さの中で苦闘する惨状を刻々

と伝えた。木下育美氏は､被災地に薪ストーブ

を届けようと呼びかけを始めると､大きな反響

が寄せられた。 

   薪ストーブ60台は新潟のメーカーの協力で

確保できた。ところが､燃料､車の搬送手段が

確保できない。やむなく福岡から新潟経由で

搬送する現地派遣チームが結成された。年度

※

は
ヘ
リ
の
外
へ
半
身
を
乗
り
出
し

て
周
囲
の
安
全
を
確
認
す
る
。｢

右

だ｣
｢

も
う
少
し
前｣

｢

ス
ト
ッ
プ
…
、

Ｏ
Ｋ｣

。
開
け
た
地
形
の
少
な
い
山

間
部
は
、
救
助
隊
員
が
降
下
し
、
遭

難
者
を
引
き
上
げ
ら
れ
る
場
所
が
限

ら
れ
る
。
市
川
さ
ん
は
、
ワ
イ
ヤ
の

先
端
の
「
ホ
イ
ス
ト
リ
ン
グ
」
を
下

ろ
す
先
を
狙
い
、
神
経
を
研
ぎ
澄
ま

し
た
。(

※
市
川
さ
ん 

整
備
士･

ホ
イ
ス
ト

マ
ン) 

 

救
助
隊
員
を
１
人
ず
つ
降
ろ
す
と

ヘ
リ
は
上
空
を
周
回
し
て
待
機
す

る
。
遺
体
の
収
容
作
業
が
終
わ
り
、

無
線
連
絡
を
受
け
て
現
場
に
戻
っ

た
。
引
き
上
げ
る
時
も
慎
重
だ
。
ワ

イ
ヤ
が
大
き
く
振
れ
れ
ば
ヘ
リ
の
ホ

バ
リ
ン
グ
に
ま
で
支
障
が
出
る
。
無

事
に
任
務
を
終
え
、
ヘ
リ
は
１
時
間

程
で
松
本
空
港
に
帰
還
し
た
。 

  

長
野
県
警
航
空
隊
… 

   

県
警
航
空
隊
は
１
９
８
０(

昭
和

５
５)

年
８
月
に
発
足
し
た
。
初
代

の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
「
や
ま
び
こ
」
が

配
備
さ
れ
、
出
動
が
始
ま
っ
た
の
は

翌
８
１
年
。
こ
れ
ま
で
の
３
０
年
で

１
３
６
０
人
以
上
を
救
助
し
、
約
２

４
０
体
の
遺
体
を
収
容
し
た
。
山
岳

遭
難
の
ほ
か
、
地
震
や
台
風
な
ど
災

害
現
場
に
も
出
動
す
る
。
同
隊
の
整

備
士
は
、
常
に
ホ
イ
ス
ト
マ
ン
と
し

て
ヘ
リ
に
同
乗
し
、
遭
難
者
ら
を
引

き
上
げ
る
重
役
を
担
っ
て
き
た
。  

  

※
４
月
３
０
日~

５
月
５
日
連
載
か
ら 

   

抜
粋･

構
成    (

信
濃
毎
日
新
聞
よ
り) 

   

県
警
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

｢

や
ま
び
こ｣

が
飛
行
２
５

時
間
ご
と
の
定
期
点
検
を

受
け
て
い
た
。
航
空
隊
の

整
備
士
が
黙
々
と
作
業
を

続
け
て
い
た
。
点
検
作
業

が
終
わ
る
こ
ろ
一
報
が
飛

び
込
ん
だ
。
操
縦
士
と
副

操
縦
士
、
救
助
隊
２
人
と

と
も
に
、
も
う
一
人
、

｢

ホ
イ
ス
ト
マ
ン｣

と
呼
ば

れ
る
隊
員
が
出
動
準
備
を

始
め
た
。 

      
  

遭
難
者
を
結
ん
だ
ワ
イ
ヤ
を
巻
き

上
げ
る
機
械
を
「
ホ
イ
ス
ト
」
と
い

う
。
手
元
の
ス
イ
ッ
チ
で
そ
の
機
械

を
操
り
、
ワ
イ
ヤ
を
上
下
さ
せ
る
の

が
ホ
イ
ス
ト
マ
ン
だ
。
ホ
バ
リ
ン
グ

の
状
態
で
救
助
隊
員
を
降
下
さ
せ
、

さ
ら
に
遭
難
者
を
引
き
上
げ
る
。
風

に
あ
お
ら
れ
た
機
体
は
常
に
動
こ
う

と
す
る
。
操
縦
士
に
指
示
を
出
し
、

空
中
の
一
定
の
位
置
に
と
ど
め
さ

せ
、
樹
木
と
の
接
触
事
故
に
気
を
配

り
な
が
ら
引
き
上
げ
る
。
ま
さ
に
命

綱
を
握
る
重
要
な
役
割
を
、
航
空
隊

の
６
人
の
整
備
士
が
兼
ね
て
い
る
。 

   

現
場
・収
容
作
業
… 

   

現
場
上
空
は
、
深
い
沢
か
ら
吹
き

上
げ
る
風
が
や
や
強
い
。
市
川
さ
ん
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末の厳しい中での一週間の日程だった。 

  一刻も早くという気持ちと時間の制約から

夜に日を継いで走り､二日目に現地に入る。現

地NPO･PWJからの情報で､田尻畑(南三陸町)

避難所にたどり着き､ストーブを提供する。 

  ついで簡易シャワーを設置し､地区の人に利

用してもらう。翌日は早朝からお湯を沸かし､

地区の人たちの朝食準備に提供する。午後か

らは地区に承諾を得て､瓦礫の中からストーブ

用に薪150束を作って提供した。 

  当初､人々には戸惑いがあった。だが熱心に

活動するチームは受け入れられ､共に食事がで

きるようになった。出発の日､復興の際には再

訪するようにと､涙で抱き合って別れた。 

   薪ストーブは日ごろの登山､アウトドアで

培った技術と知恵であり､厳しい条件下の生活

は冬山で習得した自信だった。そして何より､

現地の人と会話し､今何が必要かと見極める人

のつながりの重要性を知った。 

現
地
派
遣
チ
ー
ム
と

レ
イ
ン
ボ
ー
号 

その名はホイストマン：命を守る整備士 
山岳救助へ重責 県警ヘリ､遭難者引き上げ操作 

ホイスト 
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